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1.  平成23年5月期第3四半期の連結業績（平成22年6月1日～平成23年2月28日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年5月期第3四半期 14,987 △20.7 △639 ― △634 ― △729 ―

22年5月期第3四半期 18,896 24.5 △195 ― △185 ― △266 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年5月期第3四半期 △39.81 ―

22年5月期第3四半期 △14.53 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年5月期第3四半期 27,883 12,080 43.3 658.82
22年5月期 23,938 12,818 53.5 699.08

（参考） 自己資本   23年5月期第3四半期  12,080百万円 22年5月期  12,818百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年5月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年5月期 ― 0.00 ―

23年5月期 
（予想）

0.00 0.00

3.  平成23年5月期の連結業績予想（平成22年6月1日～平成23年5月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 28,900 △7.2 570 △29.7 550 △30.6 260 △49.6 14.18



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。 
なお、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）3ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年5月期3Q 21,425,548株 22年5月期  21,425,548株

② 期末自己株式数 23年5月期3Q  3,089,492株 22年5月期  3,089,526株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年5月期3Q 18,336,030株 22年5月期3Q 18,336,142株
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、輸出や設備投資などに持ち直しの動きが見られる
ほか、個人消費がおおむね横ばいとなっているなど、景気は持ち直しに転じているものの、失業率が高
水準にあるほか、物価動向が緩やかなデフレ状況にあるなど、依然として厳しい状況で推移しました。
  
当社グループを取り巻く事業環境は、引き続き公共投資関係費の削減、公共事業費のコスト縮減が行

われたことによる企業間競争の激化により、非常に厳しい環境が続きました。 
このような状況のもとで当社グループは、上・下水道市場や環境関連分野の民間市場に対し、採算性

を重視した選別受注を推進し、販売活動を展開してまいりました。その結果、当第３四半期連結累計期
間の業績は、受注高は18,512百万円（前年同期比23.6%減）、売上高は14,987百万円（前年同期比20.7%
減）となりました。 
損益につきましては、コストダウンと効率化を行うなど、低原価体質を基調とした強固な企業体質の

構築を推し進めるべく諸施策を実施した結果、経常損失は634百万円（前年同期185百万円の損失）、四
半期純損失は729百万円（前年同期266百万円の損失）となりました。 
なお、当社グループの事業の特徴として、受注した装置類の納期等が３月末に集中することから、売

上及び利益計上が第４四半期に集中する傾向にあります。 
  
各セグメントの業績は、次のとおりであります。 

①環境事業 

環境事業については、公共投資関係費の削減及び民間設備投資、不動産市況の低迷により、引き続き
厳しい事業環境が続くなかで、受注高7,162百万円、売上高6,361百万円、セグメント損失579百万円と
なりました。 
②バルブ事業 
バルブ事業については、公共投資関係費の削減により、引き続き厳しい事業環境が続くなかで、受注

高7,112百万円、売上高6,414百万円、セグメント損失18百万円となりました。 
③メンテナンス事業 

メンテナンス事業については、公共投資関係費の削減など厳しい事業環境のなかで、受注高4,238百
万円、売上高2,212百万円、セグメント損失16百万円となりました。 
  

①財政状態の変動状況 
当第３四半期連結会計期間末における資産合計は27,883百万円となり、前連結会計年度末に比べ

3,945百万円増加しました。主な変動項目としましては、受取手形及び売掛金が2,935百万円、仕掛品が
1,407百万円増加しており、現金及び預金が326百万円減少しております。 
負債合計は15,803百万円となり、前連結会計年度末に比べ4,683百万円増加しました。主な変動項目

としましては、短期借入金が2,600百万円、長期借入金が2,500百万円増加しており、支払手形及び買掛
金が496百万円減少しております。 
純資産合計は12,080百万円となり、前連結会計年度末に比べ738百万円減少しました。主な変動項目

としましては、利益剰余金が698百万円減少しております。 
  

②キャッシュ・フローの状況 
当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計

年度末に比べ387百万円減少し、3,712百万円となりました。 
当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 
営業活動によるキャッシュ・フローは、マイナス5,326百万円（前年同期はマイナス5,403百万円）と

なりました。税金等調整前四半期純損失650百万円を計上したほか、売上債権の増加2,307百万円、たな
卸資産の増加1,473百万円、などの資金減少項目が、前受金の増加184百万円などの資金増加項目を上回
ったことによります。 
(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出257百万円などがあり、マイ
ナス256百万円（前年同期はマイナス232百万円）となりました。 
(財務活動によるキャッシュ・フロー) 
財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の増加2,600百万円、長期借入れによる収入2,500

百万円などがあり、プラス5,195百万円（前年同期はプラス4,899百万円）となりました。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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今後につきましては、平成23年３月11日に発生した東日本大震災による様々な影響が懸念され、その

影響額については現在精査中であります。従って、平成23年５月期の通期業績予想につきましては、平

成22年７月14日に「平成22年５月期 決算短信」で公表しました業績予想から変更しておりません。今

後、業績予想に関して修正が必要になった場合には、速やかに開示してまいります。 
  

  

該当事項はありません。 
  

①棚卸資産の評価方法 

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算定に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の

実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定しております。 

また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価

額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

②固定資産の減価償却費の算定方法 

連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法により、四半期会計期間又は期首からの累

計期間の減価償却費として算定しております。 

③経過勘定項目の算定方法 

合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっております。 

④法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する

方法によっております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差

異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績

予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 
  

・「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20

年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平

成20年３月31日）を適用しております。 

これによる損益に与える影響はありません。 

  

  

  

  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年２月28日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,923 4,249

受取手形及び売掛金 8,195 5,259

有価証券 3 3

商品及び製品 1,885 1,867

仕掛品 2,863 1,456

原材料及び貯蔵品 560 512

繰延税金資産 42 21

その他 314 495

貸倒引当金 △25 △15

流動資産合計 17,762 13,850

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,530 2,614

機械装置及び運搬具（純額） 767 758

工具、器具及び備品（純額） 487 484

土地 3,629 3,628

建設仮勘定 2 －

有形固定資産合計 7,417 7,484

無形固定資産 657 420

投資その他の資産

その他 2,150 2,283

貸倒引当金 △104 △101

投資その他の資産合計 2,045 2,181

固定資産合計 10,120 10,087

資産合計 27,883 23,938
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年２月28日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年５月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,853 6,350

1年内償還予定の社債 66 －

短期借入金 2,600 －

リース債務 68 －

未払金 288 467

未払法人税等 30 179

前受金 1,532 1,348

工事損失引当金 4 33

完成工事補償引当金 55 108

その他 482 624

流動負債合計 10,983 9,112

固定負債

社債 134 －

長期借入金 2,500 －

リース債務 272 －

退職給付引当金 1,779 1,835

役員退職慰労引当金 4 31

長期未払金 28 38

繰延税金負債 102 102

固定負債合計 4,820 2,007

負債合計 15,803 11,119

純資産の部

株主資本

資本金 5,233 5,233

資本剰余金 4,794 4,794

利益剰余金 3,149 3,847

自己株式 △1,007 △1,007

株主資本合計 12,170 12,869

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △90 △50

評価・換算差額等合計 △90 △50

純資産合計 12,080 12,818

負債純資産合計 27,883 23,938
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(2) 四半期連結損益計算書

【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年６月１日
至 平成22年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年６月１日
至 平成23年２月28日)

売上高 18,896 14,987

売上原価 15,711 12,266

売上総利益 3,185 2,721

販売費及び一般管理費 3,380 3,360

営業損失（△） △195 △639

営業外収益

受取利息 5 2

受取配当金 58 54

助成金収入 － 10

その他 10 8

営業外収益合計 74 76

営業外費用

支払利息 39 39

支払手数料 21 19

社債発行費 － 6

手形売却損 3 4

売上債権売却損 1 0

その他 0 1

営業外費用合計 65 72

経常損失（△） △185 △634

特別利益

貸倒引当金戻入額 0 2

事業整理損失引当金戻入額 15 －

固定資産売却益 2 10

特別利益合計 17 12

特別損失

固定資産除却損 3 10

固定資産売却損 0 0

ゴルフ会員権評価損 0 4

投資有価証券評価損 0 13

関係会社株式評価損 3 －

貸倒引当金繰入額 0 0

訴訟関連損失 0 －

事業撤退損 22 －

特別退職金 23 －

特別損失合計 55 28

税金等調整前四半期純損失（△） △224 △650

法人税、住民税及び事業税 23 24

法人税等調整額 19 55

法人税等合計 42 79

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △729

四半期純損失（△） △266 △729
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年６月１日
至 平成22年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年６月１日
至 平成23年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △224 △650

減価償却費 438 427

引当金の増減額（△は減少） △434 △153

受取利息及び受取配当金 △64 △57

支払利息 39 39

支払手数料 － 18

社債発行費 － 6

投資有価証券評価損益（△は益） 0 13

関係会社株式評価損 3 －

固定資産売却損益（△は益） △1 △10

固定資産除却損 △18 10

特別退職金 23 －

売上債権の増減額（△は増加） △1,215 △2,307

たな卸資産の増減額（△は増加） △866 △1,473

仕入債務の増減額（△は減少） △625 △853

前受金の増減額（△は減少） △1,578 184

未払消費税等の増減額（△は減少） △50 △91

未払賞与の増減額（△は減少） △124 △327

その他の流動資産の増減額（△は増加） △312 △185

その他の流動負債の増減額（△は減少） 93 192

その他 47 38

小計 △4,868 △5,180

利息及び配当金の受取額 64 57

利息の支払額 △57 △26

法人税等の支払額 △213 △177

特別退職金の支払額 △293 －

訴訟和解金の支払額 △34 －

営業活動によるキャッシュ・フロー △5,403 △5,326

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △146 △257

有形固定資産の除却による支出 － △4

有形固定資産の売却による収入 3 0

無形固定資産の取得による支出 △182 △61

無形固定資産の売却による収入 － 53

貸付けによる支出 △25 △3

貸付金の回収による収入 35 6

定期預金の預入による支出 △0 －

その他 82 11

投資活動によるキャッシュ・フロー △232 △256
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年６月１日
至 平成22年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年６月１日
至 平成23年２月28日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 4,920 4,020

短期借入金の返済による支出 △20 △1,420

長期借入れによる収入 － 2,500

社債の発行による収入 － 191

支払手数料の支払額 － △83

リース債務の返済による支出 － △12

自己株式の増減額（△は増加） － 0

配当金の支払額 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 4,899 5,195

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △736 △387

現金及び現金同等物の期首残高 4,274 4,038

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 61

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,538 3,712

－8－

前澤工業㈱（6489）　平成23年5月期第3四半期決算短信



当第３四半期連結累計期間(自 平成22年６月１日 至 平成23年２月28日) 

該当事項はありません。 

  

【事業の種類別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年６月１日 至 平成22年２月28日) 

当社及び連結子会社の事業は「水道用・環境衛生用機器事業」並びにこれらに付帯する業務の単一事
業であります。従って、開示対象となるセグメントがありませんので、記載を省略しております。 
  

【所在地別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年６月１日 至 平成22年２月28日) 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がありませんので、該当事項はありませ
ん。 
  

【海外売上高】 

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年６月１日 至 平成22年２月28日) 

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 
  

  

１  報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能

であり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象と

なっているものであります。 

当社は、製品・サービス別の事業本部を置き、各事業本部は、取り扱う製品・サービスについて包

括的な戦略を立案し、事業展開しております。また、連結子会社は、各事業本部と連携しながら独立

した経営単位として、取り扱う製品・サービスについて事業展開しております。 

したがって、当社グループは、当社及び連結子会社における製品・サービス別セグメントから構成

されており、「環境事業」、「バルブ事業」、「メンテナンス事業」の３つを報告セグメントとして

おります。 

「環境事業」は、上下水道用水処理機械設備、産業用水処理機械設備、土壌・地下水汚染浄化設備

等に関する事業を行っております。「バルブ事業」は、上下水道用弁・栓・門扉等に関する事業を行

っております。「メンテナンス事業」は、上下水道用設備・機器の修繕・据付工事、維持管理等に関

する事業を行っております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【セグメント情報】
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２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年６月１日  至  平成23年２月28日) 

 
(注) １  セグメント損失の調整額は、セグメント間取引消去であります。 

２  セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 
  

(追加情報) 

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  
平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指
針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成22年６月１日 至 平成23年２月28日) 

該当事項はありません。 

  

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２環境事業

バルブ
事業

メンテナ
ンス事業

計

売上高

  外部顧客への売上高 6,361 6,414 2,212 14,987 ― 14,987

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

142 380 33 556 △556 ―

計 6,503 6,794 2,246 15,544 △556 14,987

セグメント損失（△） △579 △18 △16 △613 △25 △639

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。 

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

 
(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。 

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

  

  

4. 補足情報

(1)セグメント別受注高・受注残高・売上高

①受注高・受注残高

セグメントの名称

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年６月１日
至 平成23年２月28日)

受注高(百万円) 前年同四半期比(％) 受注残高(百万円) 前年同四半期比(％)

環境事業 7,162 ─ 10,912 ─

バルブ事業 7,112 ─ 2,685 ─

メンテナンス事業 4,238 ─ 2,803 ─

合計 18,512 ─ 16,401 ─

②売上高

セグメントの名称

当第３四半期連結累計期間
（自 平成22年６月１日
 至  平成23年２月28日）

売上高(百万円) 前年同四半期比(％)

環境事業 6,361 ─

バルブ事業 6,414 ─

メンテナンス事業 2,212 ─

合計 14,987 ─
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